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文
書
を
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
と
し
て
認
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
認
定
は
地
域
史
・
産
業

史
の
観
点
で
行
わ
れ
、「
近
代
化
産
業
遺
産

群
33
」「
近
代
化
産
業
遺
産
群
続
33
」
の
計

66
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
。

北
区
で
は
、「
製
紙
業
の
歩
み
」
と
「
治

水
・
砂
防
の
歩
み
」
の
２
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー

の
中
で
、
計
６
施
設
が
「
近
代
化
産
業
遺

産
」
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
都
心
で
も
珍
し
く
、
当

時
の
近
代
化
の
様
子
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
歴
史
的
に
も
貴
重
な
場
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
６
月
、
群
馬
県
の
「
富
岡
製
糸
場
と

絹
産
業
遺
産
群
」
が
日
本
の
近
代
産
業
遺
産

と
し
て
は
初
め
て
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教

育
科
学
文
化
機
関
）
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
19
年
に
島
根
県
の
「
石
見
銀
山

遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」
が
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
話
題
と
な
っ
た
こ
と
も
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
２
つ
の
場
所
は
世
界
遺
産
登
録
以
外

に
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ど
ち
ら

も
国
の
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

国
は
、
平
成
19
年
度
及
び
平
成
20
年
度
に
、

産
業
近
代
化
の
過
程
を
物
語
る
存
在
と
し
て

継
承
さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
建
築
物
、
機
械
、

王子に洋紙産業が発祥した理由は、渋
沢栄一氏の決断に依るところが大きか
った（画像は渋沢史料館）

「
近
代
化
産
業
遺
産
」
と
は
、
産
業
近
代
化
の
過
程
を
物
語
る
存
在
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
、
数
多
く
の
建
築
物
、
機
械
、
文
書
を
国
が
認
定
し
た
も
の
で
、

中
に
は
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
、
多
く
の
人
が
見
学
に
訪
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

自
分
た
ち
の
身
近
な
場
所
で
見
ら
れ
る
施
設
が
、
当
時
の
産
業
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、

当
時
の
歴
史
を
体
感
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
北
区
に
も
こ
う
し
た
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
が
ま
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
複
数
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
区
内
の
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
を
歴
史
的
な
背
景
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

区
内
に
残
る
日
本
の
近
代
化
の
歴
史
を
巡
っ
て

区
内
に
残
る
日
本
の
近
代
化
の
歴
史
を
巡
っ
て

　
　
〜
北
区
の
近
代
化
産
業
遺
産
、歴
史
的
建
造
物
が
残
る
風
景
〜
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北
区
の「
近
代
化
産
業
遺
産
」と
は
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王
子
に
製
紙
業
が
誕
生
し
た
理
由

北
区
で
は
、
平
成
19
年
度
に
、「
洋
紙
の

国
内
自
給
を
め
ざ
し
北
海
道
へ
と
展
開
し
た

製
紙
業
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺
産

群
」
と
し
て
、
渋
沢
史
料
館
、
紙
の
博
物
館
、

東
書
文
庫
、
国
立
印
刷
局
王
子
工
場
及
び
東

京
工
場
（
旧
滝
野
川
工
場
）
の
５
つ
の
施
設
、

所
蔵
物
が
国
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
以
降
、
多
種
多
様
な
企
業
の
設

立
・
経
営
に
関
わ
っ
た
渋
沢
栄
一
氏
が
、
明

治
初
期
に
新
聞
や
雑
誌
等
の
必
要
性
を
感
じ

て
紙
の
大
量
生
産
を
考
え
、
王
子
に
抄
紙
会

社
（
紙
を
作
る
会
社
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

い
わ
ば
、
北
区
王
子
は
我
が
国
の
「
洋
紙
発

祥
の
地
」
と
い
え
ま
す
。

も
と
も
と
、
抄
紙
会
社
が
北
区
王
子
に
で

き
た
の
は
、
こ
の
地
が
豊
富
な
水
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
と
な
っ
て

い
ま
す
。
当
時
、
王
子
周
辺
を
流
れ
る
千
川

用
水
や
石
神
井
川
は
良
質
で
水
量
が
豊
富
で

あ
っ
た
た
め
、
製
紙
業
を
行
う
に
は
条
件
が

適
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
工
場
で
使
用
す
る
原
料
や
製
品
を

船
で
運
搬
で
き
た
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

製
紙
業
を
感
じ
る
施
設
や
資
料

◆
紙
の
博
物
館
、
渋
沢
史
料
館

「
紙
の
博
物
館
」
や
「
渋
沢
史
料
館
」
で

は
、
こ
う
し
た
近
代
産
業
の
始
ま
っ
た
歴
史

的
な
経
緯
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
紙
の
博
物
館
」
は
、
旧
王
子
製
紙
が
戦

前
に
集
め
て
い
た
資
料
を
も
と
に
昭
和
25
年

に
設
立
さ
れ
た
博
物
館
で
す
（
当
時
の
名
称

は
製
紙
記
念
館
）。
和
紙
・
洋
紙
を
問
わ
ず
、

古
今
東
西
の
紙
に
関
す
る
資
料
を
幅
広
く
収

集
・
保
存
・
展
示
す
る
世
界
有
数
の
紙
の
総

合
博
物
館
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
渋
沢
史
料
館
」
は
製
紙
業
で
こ
の
地
に

ゆ
か
り
の
あ
る
渋
沢
栄
一
氏
の
事
績
と
思
想

を
紹
介
す
る
博
物
館
で
す
。
昭
和
57
年
に
、

渋
沢
栄
一
氏
の
旧
邸
「
曖
依
村
荘
」
跡
（
現

在
北
区
飛
鳥
山
公
園
の
一
部
）
に
設
立
さ
れ

た
登
録
博
物
館
で
、
旧
邸
内
に
残
さ
れ
た

「
晩
香
廬
（
洋
風
茶
室
）」
と
「
青
淵
文
庫

（
書
庫
）」（
現
在
は
国
指
定
重
要
文
化
財
）

等
で
開
館
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
10
年
３
月
に

は
本
館
を
増
設
し
て
、
諸
資
料
の
展
示
に
よ

り
、
日
本
の
資
本
主
義
の
父
と
し
て
今
な
お

注
目
さ
れ
続
け
る
渋
沢
栄
一
氏
を
知
り
、
学

び
、
考
え
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
国
立
印
刷
局
王
子
工
場
、東
京
工
場
（
旧

滝
野
川
工
場
）

抄
紙
会
社
が
で
き
て
か
ら
は
、
国
が
お
札

や
切
手
の
製
紙
工
場
を
設
立
し
た
り
、
教
科

書
の
製
本
会
社
が
事
業
拡
大
の
た
め
に
北
区

に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。

国
立
印
刷
局
東
京
工
場
（
旧
滝
野
川
工

場
）
は
現
在
、
工
場
見
学
を
休
止
し
て
い
ま

す
が
、
王
子
工
場
に
併
設
す
る
施
設
「
お
札

と
切
手
の
博
物
館
」
で
は
、
お
札
や
切
手
の

歴
史
的
背
景
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
東
書
文
庫

「
東
書
文
庫
」
は
、
東
京
書
籍
株
式
会
社

の
創
立
25
周
年
を
記
念
し
て
、
昭
和
11
年
に

設
立
さ
れ
た
教
科
書
図
書
館
で
す
。
鎌
倉
時

代
か
ら
現
代
ま
で
の
教
科
書
約
15
万
５
千
点

を
所
蔵
し
、
そ
の
う
ち
７
万
６
千
点
余
り
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
を
め
ぐ

る
こ
と
で
、
洋
紙
発
祥
の
地
で
あ
る
北
区
王

子
の
歴
史
の
流
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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「紙の博物館」では和紙・洋紙を問わず紙の歴史を知ること
ができる（画像提供　紙の博物館）

国立印刷局王子工場内にあ
る「お札と切手の博物館」
（画像提供　国立印刷局）

「渋沢史料館」はこの地に
ゆかりのある渋沢栄一氏の
事績と思想を紹介
（画像提供　渋沢史料館）

教科書の歴史と内容を知る
ことができる「東書文庫」

ス
ト
ー
リ
ー「
製
紙
業
の
歩
み
」
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し
て
い
ま
し
た
。
旧
岩
淵
水
門
は
大
正
５
年

か
ら
８
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
パ
ナ
マ
運
河

建
設
に
携
わ
っ
た
青
山
士
（
あ
お
や
ま
あ
き

ら
）
氏
が
工
事
監
督
人
と
な
り
、
最
新
の
治

水
技
術
を
導
入
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
荒
川
放
水
路
は
約
20
年
の
歳
月
を

か
け
建
設
さ
れ
、
こ
の
２
つ
の
治
水
事
業
が

荒
川
下
流
域
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
を
洪
水

か
ら
守
っ
て
き
ま
し
た
。

旧
岩
淵
水
門
に
代
わ
り
、
現
在
は
下
流
の

青
い
岩
淵
水
門
が
水
門
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
旧
岩
淵
水
門
は
、
北
区
景

観
百
選
、
東
京
都
選
定
歴
史
建
造
物
、
土
木

学
会
「
日
本
の
近
代
土
木
遺
産
」
に
も
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

治
水
の
歩
み
を
知
る

水
門
の
近
く
に
は
荒
川
知
水
資
料
館
（
通

称

ア
モ
ア
（
ａ
ｍ
ｏ
ａ
））
が
あ
り
ま
す
。

荒
川
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し

て
い
て
、
館
内
に
は
、
荒
川
放
水
路
の
歴
史

が
わ
か
る
コ
ー
ナ
ー
や
川
で
洪
水
が
起
こ
っ

た
時
、
流
域
の
町
が
ど
の
よ
う
に
浸
水
す
る

の
か
20
地
点
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
映

像
も
あ
り
ま
す
。
土
日
祝
日
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
館
内
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ツ
ア
ー
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

北
区
に
は
、「
近
代
化
産
業
遺
産
」
に
関

係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
建
造
物
や
碑
な

ど
も
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
巡
る
こ
と

で
よ
り
深
く
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

北
区
王
子
の
５
つ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
毎

年
「
北
区
産
業
遺
産
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
を
開
催
し
、
身
近
に
あ
る
地
域
の
歴
史

を
知
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。
旧
岩
淵
水
門
は
北
区
王
子
の
５
つ
の

施
設
と
と
も
に
、
北
区
が
発
行
す
る
「
北
区

近
代
化
産
業
遺
産
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
に
観
光

コ
ー
ス
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
歩
い
て
出
会
え
る

北
区
の
名
品
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
北
区
の

名
品
を
味
わ
い
な
が
ら
近
代
化
の
歴
史
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

区
で
は
「
北
区
観
光
振
興
プ
ラ
ン
」
に

「
産
業
遺
産
を
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
」

を
位
置
づ
け
て
、
北
区
の
産
業
遺
産
の
歴
史

や
技
術
に
つ
い
て
楽
し
ん
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
渋

沢
史
料
館
で
は
産
業
な
ど
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
・
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
近

代
化
産
業
遺
産
に
対
す
る
盛
り
上
が
り
は
今

後
も
高
ま
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

荒
川
放
水
路
・
旧
岩
淵
水
門

平
成
20
年
度
に
「
国
土
の
安
全
性
を
高
め

都
市
生
活
や
産
業
発
展
の
礎
と
な
っ
た
治

水
・
砂
防
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺

産
群
」
と
し
て
旧
岩
淵
水
門
、
荒
川
放
水
路

が
国
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

荒
川
（
下
流
は
現
在
の
隅
田
川
）
は
、
か

つ
て
「
荒
ぶ
る
川
」
と
し
て
氾
濫
を
繰
り
返

北区北区北区
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「旧岩淵水門」も治水の近代産業遺産として認定。赤水門とも呼ばれている

ス
ト
ー
リ
ー「
治
水・砂
防
の
歩
み
」

「
近
代
化
産
業
遺
産
」の
今
後

区では近代産業遺産めぐりスタンプラリーも実施した区では近代産業遺産めぐりスタンプラリーも実施した

近代化産業遺産と
ともに区内の史跡
を巡る楽しみもあ
る。
洋紙発祥の地の碑
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